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実 験 方 法

















の1系列に第 1管 3.6m1,第2管以下 2ml,薬剤を含
有しない Tween-albumin培地を分注した｡ついで
第 1管に 上000γ/mlSOM 溶液 0.4mlを加えてよく
撹拝し,その 2mlを第2管-移し,以下同様にして











内で 37oCに3週間培養したOこの各系列を SOM 単
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を実施した｡








の SOM 溶液を加えることにより,1mlあたり 0.5γ





第 1管 3.6m1,第2管以下 2m1分注した｡前述した
SOM 以外の各薬剤溶液の 0.4mlを 1系列毎に第 1管
































SOM 耐性上昇形式, 並びに SOM 耐性上昇
に及ぼす各種抗結核薬の影響を観察 し,その実








本実験の成績で SOM 耐 性 値 は 第 1代 3.13
γ/ml,第 2代第 3代でその2倍の 6.25γ/ml,罪







おいて,50γ/ml以上の SOM 耐性値を示 した
例がほとんど認められなかったという事実5) と
関連 して興味深 く思われる｡



































まず SOM 耐性上昇に及ぼす SM の影響につ
いて観察すると,第 1代耐性値は SOM 単独と
同値の 3･13γ/mlで,第 2代で単独の与である
3.13γ/mlとなっているが,第 3代では再び単独















る｡第 2代における耐性値も単独の ‡ である








ついて INH とまったく同値である｡ したがっ
て INH と同様,KM についても SOM 耐性遅
延効果を認め難い｡ INH,KM は第 2篇におい
て述べた様に,制菌作用,殺菌作用の2方面に
わたって SOM と著明な併用効果を示 したので
あるが, SOM 耐性進展を阻止する上において
は有効と言い得ないようである｡

























並びにこれに及ぼす SOM の影響を検討 した実
験成績を表 2および表 3に示 した｡また図 2お














SM 耐性上昇に及ぼす SOM の影響を観察する
と,第 1代における耐性値は 0.156γ/mlと SM
昭39.9
表 2 各種抗結核薬耐性上昇に及ぼすSOM の影響 (実験 1)
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INH 耐 性 値 (γ/ml)





KM 耐 性 値 (γ/ml)






CS耐 性 値 (γ/ml)















TH耐 性 値 (γ/ml)











EB 耐 性 値 (γ/ml)







単独に比 し変 りがないが,第 2代における耐性
値は 31.3γ/mlでやや遅延効果が認められるよ
うである｡ しか し第 3代以後はいずれもSM単
独の耐性値に比 して与だけ低 く耐性が出現 して
いるだけであり, したがって遅延効果はほとん
ど認め難い ものと思われる｡
次に第 2実験における第 1代 SM 耐性値 は
0.156γ/mlで第 1実験と同値であり,第4代で
100倍の 15.6γ/ml耐性が得 られている｡これに
対する SOM の遅延効果を観察すると,節 l代
では SM 単独と同値の 0.156γ/mlであるが,
では志 の 0･625γ/mlとな-ており,耐性遅延
効果が幾分認められる傾向がうかがわれる｡ し
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表 3 各種抗結核薬耐性上昇に及ぼす SOM の影響 (実験 2)
SM耐 性 値 (γ/ml)
継 代 I SM単 独 r SOM併用時
i'AS耐 性 値 (γ/ml)
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VM耐 性 値 (γ/ml)











TH耐 性 値 (γ/ml)

























に対 し, 第 3代以降に 10倍の 3.13γ/ml耐 性
が得 られている｡一方 PAS耐性上昇に及ぼす
SOM の影響をみると, 第 1代耐性値は単独の





INH 耐性上昇形式 については一般 に SM
-patternであるとする見解が多い｡
第 1実験において INH 耐性値は第 2代です















図 2 各種抗結核薬耐性上昇に及ぼす SOM の影響 (実験 1)
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第 4代でⅠの 3･13γ/mlとな-ている｡ したが
って第 1実験と比較 した場合,SOMlγ/mlの





は 0.625γ/mlで,第 1代耐性値 0.156γ/mlの
4倍であるが,第 3代以後に急速な耐性値の上
昇が認められている｡ 即ち第 3代における耐性

















γ/mlに対 し,第 4代で40倍の 12.5γ/ml耐性が
得られている｡これに及ぼす SOMの影響をみ
ると,第 1代耐性値は 0.156γ/mlと,単独の
で併用制菌効果が認められ,第 2代 で 単 独 の
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著者の実験においては第 1代耐性値 の 3.13
γ/mlに対 し,第2代で2倍の 6.25γ/ml耐性,













著者の第 1実験では第 1代耐性値 0.313γ/ml
に対 して第 2代で5倍の 1.56γ/ml,第 3代では





























第 2実験では第 2代で8倍,第 3代で20倍,
































地における SOM の MICは,第 1篇において
述べたごとく 3.13つ′/ml,または 6.25γ/Inlを示
すことが多い｡換言すれば感受性菌が対照に近





























2. 各種抗結核薬併用による SOM 耐性上昇
遅延効果は,いずれの薬剤を併用させた場合も
ほとんど認められなかった｡
3. SOM 併用による各種抗結核薬耐性上昇
遅延効果は,SOM 併用濃度が 0.5γ/mlの場合ほ
とんど認められなかったが,1′γ/mlの場合には
SM,INH,VM,TH耐性上昇をわずかながら遅
延させた｡
潤筆に際し,御指導を賜った前川暢夫助教授,吉田
敏郎博士,津久問俊次博士,並びにSOMを合成され
た京都薬科大学藤川福二郎教授,平井邦夫助教授,御
協力いただいた住友化学工業株式会社関係者各位に深
甚の謝意を表明する｡
文 献
1)Midlebrook,G.& Yegian,D.:Amer.Rev.
ー 44-
Tuberc.,54:553,1946.
2)Demerec,M :∫.Bact.,56:63,1948.
3)Demerec,M :J.Clin.Invest.,28:891,1949.
4)Hsie,Ⅰ.& Bryson,Ⅴ:Ame.Rev.Tuberc.,
62:286,1950.
5)小沢 :未発表
6)熊谷 :日本医事新報,1838:3,1959.
7)前田:結核,35:195,1960.
8)Steenken,W.etal:Amer.Rev.Tubercリ
73:539,1956.
9)Renzetti,A.D.etal:Amer.Rev.Tuberc.,
74:128,1956.
10)海老名他 :呼吸器診療,12:873,1957.
ll)国枝 :京大結研紀要,7(2):110,1959.
12)Epstein,Ⅰ.G.etal:Amer.Rev.Tuberc.,
75:553,1957.
京大結研紀要 第13巻 第1号
13)Wollinsky,E.etal:Amer.Rev.Tuberc･,
75:510,1957.
14)Yeager,良.L.etal:Amer.Rev.Tuberc･,
75:1016,1957.
15)束村他 :医学と生物学,43:3,1957･
16)堂野前 :日本臨床結核,15:59,1957.
17)Steenken,W.etal:Amer.Rev.Tuberc.,
63:30,1951,
18)神尾 :京大結研紀要,7(2):268(増刊号),1959･
19)金井 :結核,36:87,1961.
20)Thomas,∫.P.etal:Amer.Rev.Resp.Dis.,
83:891,1961.
21)山本 :日本胸部臨床,22:797,1963.
22)伊藤 :日本胸部臨床,22:36,1963.
23)国枝 :京大結研紀要,7(2):105,1959.
